
2025 年５月 15日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

第 号687

（１） 令和７年５月第 687号 足 立 史 談

P1P1
P4P4P2P2

　

令
和
七
年
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
千
住
宿

が
成
立
し
て
か
ら
四
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

令
和
六
年
度
は
、
千
住
に
関
係
し
た
資
料
二

一
件
を
文
化
財
登
録
し
ま
し
た
（
次
頁
表
参

照
。
な
お
本
文
中
の
№
は
表
№
に
対
応
し
て

い
ま
す
）。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
に
つ
い
て
簡

単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
【
絵
画
】
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

博
物
館
が
「
美
術
博
物
館
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
、
足
立
区
内
で

美
術
資
料
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
注
目

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
登
録
さ
れ
た
絵

画
も
そ
う
し
た
資
料
の
ひ
と
つ
で
す
。

 

新
規
登
録
さ
れ
た
絵
画
八
件
の
内
、
建
部

巣
兆（
№
一
）、村
越
其
栄
・
向
栄
父
子（
№
二
・

四
〜
六
）、
中
野
其
豊
（
№
八
）
の
四
人
は
、

千
住
に
暮
ら
し
な
が
ら
作
品
を
生
み
出
し
た

絵
師
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
画
題
を
見
事

に
描
い
て
お
り
、
力
量
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。[

（
写
真
１　

№
四　

八
橋
図
屏
風
）

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
企
画
展　
「
香
り
立

つ
琳
派
の
美
」
展
に
て
展
示
中　

６
月
29
日
ま

で]
 

一
方
、
著
名
な
文
人
で
あ
る
谷
文
晁
や
酒

井
抱
一
は
、
千
住
宿
か
ら
比
較
的
近
距
離
に

あ
る
下
谷
（
台
東
区
）
で
生
活
し
て
お
り
、

千
住
宿
で
開
催
さ
れ
た
「
千
住
酒
合
戦
」
に

参
加
し
、
作
品
を
残
し
ま
し
た
（
№
七
）。

 

酒
井
抱
一
は
、「
江
戸
琳
派
」
の
祖
と
言
わ
れ
、

村
越
其
栄
・
向
栄
父
子
、
そ
し
て
中
野
其
豊

は
そ
の
系
譜
を
ひ
き
、近
年
、「
千
住
の
琳
派
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幕
府
お
抱
え
の
狩
野
派
の
技
法
を

千
住
掃
部
宿
の
旧
家
出
身
者
が
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
文
化
財
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
（
№
三
）。

　

千
住
に
は
富
裕
な
旦
那
衆
が
多
く
存
在
し
、

彼
ら
は
絵
師
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
活
動
を

物
心
両
面
で
支
え
、
さ
ら
に
自
ら
も
文
化
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
千
住
の
旦
那

衆
の
日
常
生
活
に
文
化
活
動
が
溶
け
込
ん
で

い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
登
録
さ
れ
た

資
料
は
、
そ
の
所
産
と
い
え
ま
す
。

　
【
書
跡
】
扁
額
「
鶴
浯
亭
」（
№
九
）は
、
伊

達
素
庵
と
い
う
庄
内
藩
士（
山
形
県
鶴
岡
市
）

の
作
品
で
、
素
庵
は
江
戸
で
市
川
米
庵
に
書

を
学
ん
だ
書
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
【
古
文
書
】「
大
久
保
家
文
書
」（
№
一
〇
）

と
「
横
山
家
文
書
」（
№
一
一
）
は
、
紙
問

屋
に
伝
来
し
た
文
書
で
す
。「
大
久
保
家
文

書
」
に
含
ま
れ
る
「
千
住
宿
四
丁
目
起
立
之

事
」
と
い
う
資
料
に
は
、
千
住
宿
が
寛
永
二

年
に
成
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
横
山
家
文
書
」
は
、
近
代
文
書
も
多

く
残
っ
て
お
り
、
近
代
の
千
住
の
様
子
を
知

る
上
で
も
重
要
な
文
書
で
す
。

　
「
石
出
家
文
書
」（
№
一
二
）
は
、
数
の
少

な
い
一
八
世
紀
以
前
の
資
料
が
複
数
残
っ
て

い
る
点
で
貴
重
で
す
。
ま
た
、
千
住
宿
周
辺

の
絵
図
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
福
島
家
文
書　

付
、
福
島
憲
太
郎
氏
筆

写
・
複
写
資
料
」（
№
一
三
）と「
中
嶋
家
文
書
」

（
№
一
四
）
は
、
青
物
問
屋
に
伝
来
し
た
文

書
で
、
千
住
市
場
の
様
子
を
詳
細
に
追
う
こ

と
の
で
き
る
資
料
で
す
。
ま
た
、
中
嶋
家
の

当
主
は
、
書
家
の
中
村
不
折
の
門
下
で
あ
り
、

そ
の
関
係
で
不
折
関
係
の
書
状
な
ど
も
残
さ

令和6年度 登録文化財
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足
立
区
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
伊
興
・
谷
下
（
や
じ
っ
た
）
・
狭
間

（
は
ざ
ま
）
遺
跡
（
以
下
、
伊
興
遺
跡
）
で
、

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
六
月
〜
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
三
月
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

四
点
の
木
簡
が
出
土
し
ま
し
た
。
平
成
十
一

年
度
に
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
に
も
登
録

れ
て
い
ま
す
。

　
【
歴
史
資
料
】
松
尾
芭
蕉
句
碑
「
物
言
え

ば
唇
寒
し
秋
の
風
」（
№
一
五
）
と
「
西
森

神
社
之
碑
」（
№
一
六
）
は
千
住
神
社
（
千

住
宮
元
町
二
四―
一
）
に
建
っ
て
い
ま
す
。

前
者
は
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
八
月
十

五
日
に
千
住
の
人
々
が
建
て
た
も
の
で
、
幕

末
の
動
乱
期
に
千
住
宿
で
文
化
活
動
が
継
続

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
す
。
後
者

は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
森
鴎
外
の
師
で
あ
る
佐
藤
元

萇
が
千
住
宿
の
歴
史
を
撰
文
し
て
い
ま
す
。

　
「
元
宿
堰
稲
荷
神
社
煉
瓦
造
本
殿
」（
№
一

七
）
は
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

煉
瓦
造
り
が
盛
ん
な
足
立
区
の
地
域
的
特
性

を
反
映
し
た
も
の
で
す
。

　
「
千
住
火
力
発
電
所
設
備
図
面
お
よ
び
関

連
資
料　

付
、『
千
住
火
力
発
電
所
記
念
ア

ル
バ
ム
』」（
№
一
八
）
は
、
い
わ
ゆ
る
お
化

け
煙
突
に
関
連
す
る
資
料
で
す
。
科
学
技
術

史
の
面
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
有
形
民
俗
文
化
財
】「
千
住
大
橋
橋
杭
製

火
鉢
」（
№
一
九
）
は
、
橋
杭
を
転
用
し
て

造
ら
れ
た
火
鉢
で
、
千
住
大
橋
の
由
緒
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
千
住
千
組
纏
」（
№
二
〇
）
の
「
千
組
」
は
、

千
組
消
防
保
存
会
（
昭
和
二
八
年
結
成
）
が

製
作
し
た
も
の
で
す
。
千
住
の
火
消
文
化
の

象
徴
と
な
る
資
料
で
す
。

　
「
掃
部
宿
小
型
厨
子
（
大
山
講
神
酒
枠
）

お
よ
び
黒
漆
瓶
子
」（
№
二
一
）
は
、
神
奈

川
県
伊
勢
原
市
の
雨
降
山
大
山
寺
、
不
動
明

王
・
石
尊
大
権
現
を
信
仰
す
る
大
山
講
に
関

す
る
資
料
で
す
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
二
一
件
の
文
化
財
は
、

千
住
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
様
子
を
い
き
い

き
と
伝
え
て
く
れ
る
資
料
ば
か
り
で
す
。
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
詳
し
い
情
報
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
に
公
開
し
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

 

伊
興
遺
跡
出
土
の

木
簡
　
上

（
図
１
）
平
成
七
年
度
発
掘
調
査
区（
一
部
抜
粋
）

4848

も
っ
か
ん
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さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
木
簡
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【
平
成
七
年
度
発
掘
調
査
】

　

伊
興
遺
跡
公
園
北
側
道
路
に
沿
っ
て
保
木

間
堀
親
水
水
路
整
備
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
受
け
、
平
成
七
年
六
月
〜
平
成
八
年
三
月

に
か
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
範
囲
は
氷
川
神
社
交
差
点
か
ら
伊
興
白
幡

交
差
点
に
か
け
て
、
既
に
下
水
道
工
事
に
伴

う
調
査
で
設
定
さ
れ
て
い
た
Ｂ‐
ｄ‐

５
〜

Ｂ‐

ｄ‐

９
区
ま
で
の
調
査
地
点
南
側
で
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
こ

れ
ま
で
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
祭
祀
遺
構

の
確
認
と
と
も
に
、
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
の
遺
構
、
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
最
も
注
目
を
集
め
た
の
が
、

Ｂ‐

ｄ‐

８
区
で
す
。（
図
１
）
平
成
七
年
度

の
調
査
で
は
、
井
戸
枠
に
船
の
部
材
を
転
用

し
た
、
古
墳
時
代
の
井
戸
が
出
土
し
ま
し
た
。

井
戸
底
か
ら
は
土
師
器
壺
（
は
じ
き
つ
ぼ
）

や
坏
（
つ
き
）、
須
恵
器
𤭯
（
す
え
き
は
そ

う
）
が
見
つ
か
り
、
古
墳
時
代
の
伊
興
遺
跡

で
も
船
が
用
い
ら
れ
、
交
易
や
漁
撈
（
ぎ
ょ

ろ
う
）
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能

性
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

【
出
土
木
簡
】

　

今
回
ご
紹
介
す
る
木
簡
も
、
Ｂ‐

ｄ‐

８

区
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
以
下
四
点
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

・
紀
年
銘
木
簡
（
二
四
・
六×

三
・
八×

〇
・
四
（
㎝
）
、
ス
ギ
材
）
（
図
２
）

　

上
端
左
側
と
下
部
の
欠
損
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
短
冊
型
の
形
状
を
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
上
部
に
焼
け
焦
げ
た
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。
表
面
に
わ
ず
か
な
墨
跡
が

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
文
書
木
簡
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
左
下
部
に
は
「
延
暦
十
七
年
七

月
廾
（
に
じ
ゅ
う
）
四
日
」
の
記
述
が
あ
り
、

七
九
八
年
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
紀
年
銘
木
簡
と
と
も
に
出
土
し
た
、
墨

書
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
は
八
〜
九
世

紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
木
簡
の

年
代
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
、
文
書
木
簡
は
主
に
下
級
官
僚
の
間
で

伝
達
や
帳
簿
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
伊
興
遺
跡
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
出

土
木
簡
と
の
関
連
性
を
考
え
る
と
、
祭
祀
に

用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

・
「
騎
馬
像
」
木
簡
（
一
八
・
九×

五
・
九

×

〇
・
八
（
㎝
）
、
ヒ
ノ
キ
材
）
（
図
３
）

　

下
端
が
欠
損
し
た
状
態
で
み
つ
か
り
ま
し

た
。
上
下
２
体
の
騎
馬
像
（
き
ば
ぞ
う
）
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
馬
上
の
人
物
は
幞
頭

（
ぼ
く
と
う
）
を
か
ぶ
り
、
弓
矢
を
携
え
て

い
ま
す
。
幞
頭
は
成
人
男
子
の
髻
（
も
と
ど

り
）
を
覆
い
包
む
布
帛
製
（
ふ
は
く
せ
い
）

の
も
の
で
、
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
官
人
を

表
す
被
り
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
騎
馬
像
を
見
る
と
、
馬
の
前
脚
が
折

れ
曲
が
り
、
幞
頭
か
ら
後
方
に
の
び
た
、
纓

（
え
い
）
と
よ
ば
れ
る
紐
が
た
な
び
く
よ
う

に
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
様
子
か
ら
、
こ
の

騎
馬
像
は
疾
走
し
た
様
子
を
描
い
て
い
る
と

読
み
取
れ
ま
す
。

　

古
代
日
本
で
騎
馬
像
に
関
す
る
資
料
は
、

正
倉
院
宝
物
に
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ら
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
を
受
け

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
興
遺
跡
の
騎

馬
像
と
は
被
り
物
に
類
似
性
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

一
方
騎
馬
像
全
体
の
姿
は
、
高
句
麗
墳
墓

に
描
か
れ
た
壁
画
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
馬

が
疾
走
す
る
様
子
や
弓
を
持
つ
様
子
、
矢
を

入
れ
る
胡
簶
（
や
な
ぐ
い
）
を
腰
に
携
え
て

い
る
点
が
、
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

木
簡
は
通
常
、
記
録
や
荷
札
用
な
ど
に
使

用
さ
れ
た
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
が
、

騎
馬
像
木
簡
は
ほ
か
の
出
土
遺
物
と
の
共
伴

関
係
か
ら
、
馬
に
ま
た
が
る
官
人
を
神
格
化

し
、
災
厄
除
け
な

ど
の
「
木
札
（
も

く
さ
つ
）
」
と
し

て
、
祭
祀
に
用
い

ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
騎
馬
像
木

簡
の
出
土
例
は
な

く
、
き
わ
め
て
珍

し
い
も
の
と
い
え

ま
す
。

　
　

（
つ
づ
く
）

（図２）紀年銘木簡　
　　　 （左）表側　（右）裏側

（図３）「騎馬像」木簡　
　　　 （左）表側　（右）裏側
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追
録
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千
住
の
飲
み
屋
さ
ん
で
よ
く
質
問
さ
れ
た

の
が
、
「
発
電
所
は
な
ぜ
破
壊
さ
れ
な
か
っ

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

筆
者
も
調
べ
た
こ
と
が
な
く
、
文
献
な
ど

も
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

お
客
さ
ん
に
逆
質
問
し
て
推
測
で
回
答
を
貰

い
ま
し
た
。

■
煙
突
が
侵
入
目
標
だ
っ
た
？　

富
士
山
や

群
馬
県
高
崎
市
の
高
崎
白
衣
大
観
音
（
昭
和

十
一
年
建
立
）
も
目
標
物
だ
と
の
説
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
町
に
聳
え
立
つ
お

化
け
煙
突
は
、
格
好
の
進
路
目
標
物
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
機
器
等
が
ア
メ
リ
カ
製
だ
っ
た
か
ら
？　

　

発
電
機
が
ア
メ
リ
カ
製
で
自
国
製
品
を
壊

す
の
は
忍
び
難
か
っ
た
か
ら
と
い
う
説
も
出

ま
し
た
が
、
東
京
電
力
「
関
東
の
電
気
事
業

と
東
京
電
力
」
に
よ
る
と
、
『
鶴
見
火
力
と

潮
田
火
力
は
、
夫
々
３
回
の
戦
災
を
受
け
て

運
転
不
能
に
な
り
、
こ
の
う
ち
鶴
見
火
力
は
、

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
に
か
け
て
合
計
一
〇

三
か
所
に
被
弾
し
、
大
打
撃
を
受
け
た
』
と

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
鶴
見
火
力
の
発
電
機
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
製
だ
っ
た
の
で

す
が
、
自
国
製
で
あ
っ
て
も
容
赦
な
く
爆
撃

し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
は
信
じ
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
日
本
復
興
に
活
用
？　

ア
メ
リ
カ
は
日
本

の
敗
戦
を
予
測
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の

た
め
、
戦
後
の
復
興
に
は
電
力
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
発
電
所
を
温
存
す
る
た
め
爆

撃
し
な
か
っ
た
。
と
の
説
で
す
。

　

確
か
に
電
気
が
無
け
れ
ば
何
も
で
き
ま
せ

ん
。
先
行
き
見
通
す
ア
メ
リ
カ
な
ら
、
鶴
見

や
潮
田
火
力
を
爆
撃
せ
ず
温
存
す
る
は
ず
で

す
。

　

こ
の
説
も
信
じ
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
本
館
付
近
は
爆
撃
せ
ず　

姫
野
和
映
著
・

お
化
け
煙
突
物
語
に
よ
る
と
、
「
昭
和
二
十

年
四
月
十
四
日
午
前
二
時
頃
か
ら
空
襲
が
始

ま
り
、
千
住
、
荒
川
、
王
子
な
ど
、
東
京
の

城
北
部
が
襲
わ
れ
た
。

　

千
住
火
力
発
電
所
は
、
社
宅
の
大
部
分
、

隣
接
の
樺
太
石
炭
（
株
）
の
事
務
所
、
倉
庫

な
ど
が
焼
失
し
、
数
人
の
犠
牲
者
が
出
た
。

構
内
の
五
千
ト
ン
地
下
揚
水
タ
ン
ク
上
に
焼

夷
弾
一
発
が
落
ち
た
が
、
燃
え
上
が
っ
た
だ

け
で
済
み
、
発
電
所
本
館
と
そ
の
周
辺
は
被

害
が
無
か
っ
た
」
と
い
う
事
で
す
。

　

姫
野
さ
ん
は
筆
者
の
先
輩
で
、
実
際
に
空

襲
を
体
験
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
は
、
軍
需
産
業
の
部
品
な
ど
を
作
っ

て
い
る
東
京
下
町
の
家
内
工
業
の
木
造
家
屋

が
標
的
に
な
っ
た
と
の
説
を
聞
き
、
こ
れ
が

事
実
な
ら
ば
、
構
内
へ
の
爆
弾
は
地
下
揚
水

タ
ン
ク
へ
の
焼
夷
弾
一
発
だ
け
と
の
こ
と
で

す
か
ら
、
火
災
と
な
り
得
る
貯
炭
場
あ
る
い

は
正
門
反
対
側
の
千
住
龍
田
町
一
帯
を
狙
っ

た
際
、
着
弾
地
が
ズ
レ
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
貯
炭
場
と
社
宅
の
間
の
灰
捨
場
が

防
火
帯
と
な
っ
た
り
貯
炭
場
へ
の
延
焼
を
く

い
止
め
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
本
館
や
煙

突
は
頑
丈
な
造
り
で
あ
り
、
焼
夷
弾
程
度
で

破
壊
は
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
爆
撃
を
行
わ

な
か
っ
た
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
は
こ
の
い
ろ
い
ろ
な
説
、        

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
お
考
え
に
な
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

■
足
立
区
の
空
襲
被
害

　
　
　
　
　
　
　

「
絵
で
見
る
足
立
年
表
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
と
、
「
罹
災
住

　
　
　
　
　
　
　
　

宅
一
万
一
千
五
百
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　

二
戸
、
死
者
三
百
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　

三
人
、
重
傷
二
百
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　

六
人
、
軽
傷
二
百
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　

九
人
を
数
え
、
区
役
所
、

税
務
署
、
大
和
化
繊
、
青
物
市
場
お
よ
び
病

院
五
、
診
療
所
八
十
七
が
被
災
し
た
。

　

空
襲
は
焼
夷
弾
で
あ
り
、
木
と
紙
で
作
ら

れ
た
日
本
家
屋
に
は
、
隣
組
の
消
火
活
動
な

ど
全
く
無
力
で
あ
っ
た
。

　

区
内
で
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

三
月
九
日
〜
十
日
と
四
月
十
二
〜
十
四
日
に

か
け
て
の
空
襲
だ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
元
千
住
火
力
発
電
所
）

　
東
京
は
昭
和一九
年
〜
二
〇
年
に
、一〇
〇

回
以
上
の
空
襲
を
受
け
ま
す
。な
か
で
も
二

〇
年
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
、足
立
区

で
は
、四
月一三
日
と
四
月一五
日
に
大
き
く

被
害
を
受
け
ま
し
た
。米
軍
の
日
本
本
土
に

対
し
て
の
空
襲
作
戦
は
、日
本
に
対
す
る
緻

密
な
調
査
と
研
究
に
よ
り
実
行
さ
れ
、人
口

の
多
い
下
町
木
造
住
宅
地
と
、点
在
す
る
軍

需
工
場
、鉄
道
、鉄
橋
な
ど
を
狙
っ
た
も
の

で
、延
焼
効
果
を
上
げ
る
た
め
当
日
の
風
速

予
報
な
ど
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。焼
夷

弾
投
下
は
、ポ
イ
ン
ト
攻
撃
で
は
な
く
、段

階
的
に
指
定
区
域
を
定
め
た
無
差
別
焼
夷

弾
攻
撃
で
し
た
。

　
ま
た
、空
襲
被
害
を
免
れ
た
建
造
物
に
は
、

当
時
か
ら
そ
の
理
由
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と

人
々
の
間
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、そ
の

時
代
の
価
値
観
や
地
域
観
、人
々
の
志
向
性

を
表
す
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
町
へ
の
空
襲
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
足
立
区
立
郷
土
博
物
館


